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１日 職員会議 

４日 仏教朝礼（放送） 

７日 朝会（放送） 

１１日 ５，６年狂言鑑賞 

    委員会 

    短縮日課開始 

１２日 休業日 

    入学ガイダンス 

勇敢に流れを変えて 
 随分厳しい感じですが、これはお釈迦さまの言葉です。 

「流れ」とは、毎日の生活のことを意味します。川の流 

れが、十年前も今も変わらず流れているように、私たち 

の生活も繰り返し、同じようなリズムで流れています。 

 同じように流れているのですが、川と水と私たちの生活は大きな違いがあります。川の水

は、流れることによって、いつも新鮮な状態を保っています。それに対して、私たちの生活

は、流れることによって、腐ることがあるということです。 

 同じことを毎日繰り返しているうちに、いつの間にか毎日が何となく過ぎ去ってしまう、

それが私たちの生活ではないでしょうか。 

 「二度とない、ただ一度の今日」であるはずです。新年とか、節句とか昔の人は流れを断

つ知恵をもっていました。その日、人は誰もが立ち止まり、新しい流れを作ってきたのです。 

 学院では、１２月１９日に「懺悔会」を営みます。この一年を静かに反省し、果たしてど

れだけのことをしたのか、どれほど自分に成長があっただろうか、と己の足跡を省みます。

それを行じるからこそ、新年を迎える意義があるのでしょう。 

 古い流れを発見して、それを断ち、新しい流れを作る月として、正月を迎えたいものです。 

ち ょ っ と う れ し い 話 

～ 行けました！ ６年生 鎌倉修学旅行 ～ 

 １１月２５日、６年生は修学旅行として、歴史学習と仲間との思い出をつくるために鎌倉

に出向きました。今年度は、ほとんどの学校行事がコロナ感染予防のために中止を余儀なく

されてきました。全国の多くの学校が、危機管理上、密を避け子供たちの安全を確保するた

めに取ってきた措置です。このような中ですが、密を回避するためにバスを２倍にするなど、

できる限り可能な対応を取ることで実施することができました。 

鎌倉は、我が国で最初に幕府が開かれた地であり、また、鶴岡八幡 

宮をはじめ、歴史的に価値の高い寺社が多く、学習を掘り進めること 

ができたと思います。また、グループ活動で友達との交流を深めるこ 

とができ楽しい時間になったと、子供たちも大変喜んでおり、６年間 

の思い出の一つにします、という嬉しい感想が届きました。 

 現地でも、団体行動を取らずグループ活動としたので、小回りのきく見学ができたようで

す。 

１５日 学級写真撮影 

１６日 成績会議 

    児童自宅学習 

１９日 懺悔会 

    終業式 

２１日～１月６日 

    冬休み 

１月７日 三学期始業式 

今月の目標 

「新型コロナウイルスに感染しないように、 

健康に気をつけましょう」 

「進んで仕事をし、後始末をしっかりやりましょう」 

 

方面別 集団下校 

 秋まつり集会が終了した後、方面別の

集団下校を行いました。地震他災害が発

生し、子供たちで方面別に分かれて下校

となった場合には、グループ内のみんな

で協力して、自分たちの身を守る下校の

行動が取れなくてはなりません。 

そのためにも、個人はもちろんのこ

と、グループの子供たちと何でも話せる

関係を作っておくことは大切です。 

また、自然災害だけでなく、車両故障

や人身事故で電車が止まってしまうと

いうこともあり得ます。このような時に

どのような行動を 

とることが安全な 

のかも考えておく 

必要があります。 

 

 

 

秋 ま つ り 集 会 
～子供たちのアイデアを生かして～ 

今年度の秋まつり集会は、密を避けるために、縦割り班ごと

のグループ活動を行いました。校庭には人数制限のため全校の

１/３ずつ出て、秋晴れのもと元気いっぱいに走り回りました。 

各活動場所で、高学年のお姉さんのリードで、児童会役員を中

心に考えた、○×ゲーム、ビンゴ、ブンブンゴマやけん玉づく

りの工作、じゃんけん大会などを行い、大変盛り上がりました。

じゃんけん大会は、各グループのチャンピオンまで決まりまし

たので、後日、小学部のグランドチャンピオン大会が催される

計画です。 

 数少ない行事の中、他学年と交流を深め、気持ちもリフレッ

シュできたと思います。災害時、縦割り班のみんなで協力し合

い、助け合えるためにも、日常の学校生 

活の中で声を掛け合えるきっかけになっ 

ていけばよいと思います。 
 今後も、健康、安全を考慮しながら、 

可能な範囲で子供たちの人間性、社会性 

を育む学校行事を検討していきたいと思います。 
年末年始の行事を大切に 

 年の暮れ、年始めには、伝統的な行事がい

くつもあります。すす払い・大掃除、餅つき、

お節料理づくり、年越しそば、除夜の鐘、書

初め、七草粥など、地域によっても異なりま

すが、できる範囲でお子様と行事の意味など

を話し合ってみるのはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

１２ 月 行 事 予 定 
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